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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】センチネルリンパ節とは、癌細胞が原発腫瘍から最初に転移するリンパ節と定義される。近年、胃癌
縮小手術におけるセンチネルリンパ節の重要性が報告されている。しかし、色素法で同定されたリンパ節が本
来のセンチネルリンパ節かについての検討は少ない。癌微小転移の観点から色素法によるセンチネルリンパ節
同定の有用性について検討した。 
【対象と方法】2000年1月から2001年12月に、当科でT1の早期胃癌と術前診断された57症例を対象とした。
組織学的深達度はm 27例、sm 24例、mp 3例、ss 2例、se 1例であった。色素法によるセンチネルリンパ節
同定法として、術中内視鏡下、病巣周囲の粘膜下層にリンパ嗜好性色素isosulfan blueを注入し、10分後に
濃染された青染リンパ節（BDN）と非染リンパ節（NDN）を採取した。57例中リンパ節数は345個で、それぞれ
BDNは 150個、NDNは 195個であった。これらのリンパ節について、定量 RT-PCR法を用いた CEAおよび
Cytokeratin20発現による癌微小転移の検索を行った。また病理組織学的にHE染色およびサイトケラチン染色
を行った。 
【結果】57例全例、HE染色にてリンパ節転移陰性と診断された。57例中、10例にRT-PCR法にて微小転移が検
出された。また345個のリンパ節中21個のリンパ節がRT-PCR陽性であった。21個の微小転移陽性リンパ節中
8個にサイトケラチン染色陽性の癌微小転移巣を認めた。微小転移陽性例10例全例にBDNの微小転移が含まれ
ていた。NDNのみに微小転移を認めた症例はなかった。また6例はリンパ節1個のみに微小転移を認め、いず
れもBDNであった。 
【結語】胃癌において色素法により同定された青染リンパ節は癌細胞が最初に転移する本来のセンチネルリン
パ節であることが示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
センチネルリンパ節は、癌細胞が原発腫瘍から最初に転移するリンパ節と定義される。近年、胃癌縮小手術
において，色素法を用いたセンチネルリンパ節検索の重要性が報告されている。しかし，色素法で同定された
リンパ節が，癌細胞が最初に転移する本来のセンチネルリンパ節かについての検討は少なく、特に微小転移の
点から検討したものはない。本研究は、色素法によるセンチネルリンパ節同定の有用性について，癌細胞微小
転移の観点から検討したものである。 
 方法は、早期胃癌と術前診断された57症例を対象に、色素法にて青染リンパ節を術中に同定後、青染リンパ
節と非染リンパ節を採取し、それぞれのリンパ節について、CEAおよびcytokeratin 20をマーカーとした定量
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RT-PCRを用いて癌微小転移の検索を行っている。さらに病理組織学的にHE 染色およびサイトケラチン染色を
行っている。 
 結果は、HE染色では57例全例がリンパ節転移陰性と診断された。一方，RT-PCR法では、57例中10例に微
小転移が検出され、10 例全例が青染リンパ節を含み、非染リンパ節のみに微小転移を認めた症例はなかった。
また10例中6例はリンパ節1個のみに微小転移を認め、いずれも青染リンパ節の微小転移であった。以上より、
胃癌において色素法により同定された青染リンパ節は癌細胞が最初に転移する本来のセンチネルリンパ節であ
ることが示唆された。 
 本論文は，胃癌において色素法により同定された青染リンパ節は癌細胞が最初に転移する本来のセンチネル
リンパ節であることを示したものであり、胃癌の外科的治療法の開発に寄与するものと考えられる。従って、
本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
